
 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

令和６年４月３０日                                第１９号  

   

Ｙ校会だより 
 

  

 

令和６年２月３日（土）進交会館３階にて『２０２３

年度Ｙ校会総会』を役員５名、常任幹事１４名、 

幹事３８名、計５７名が出席し開催しました。 

下記議案について承認されました。 

【議案】 

第１号議案  ２０２３年度収支報告書（案） 

承認の件  会計監査報告 

第２号議案  ２０２３年度事業報告（案） 

承認の件 

第３号議案  ２０２４年度事業計画（案） 

承認の件 

第４号議案  規約改定承認の件 

第５号議案  その他 

※終了後に懇親会を開催しました。 

 

 

【 ご寄付の報告とお礼 】 

ありがとうございました。 
  

◎ 能登半島地震義援金 

 総会開催時に出席者から頂いた募金 

 １５，０００円を２月９日神奈川新聞社 

 を通じ赤十字社に寄付をしました。 

 

◎ Ｙ校会への寄付 

① ３３会様（昭３３年卒） ９２，０００円 

② 作楽会様（昭４０年卒２組有志） 

                     ７，８０２円 

 

 

【 Ｙ校と台湾との姉妹校交流 】 

１２月１６日（金）～１７日（土）台湾学生が６名、 

教師２名計８名が来校した。各生徒の家にホームス

テイし、Ｙ校の授業、施設を見学しました。 

Ｙ校会では飲食費、記念品等の費用５万円を 

支援金として、Ｙ校会中島副会長（総務・母校支援

委員会委員長）から小間物校長へ１２月７日に 

授与しました。 

【Ｙ校生徒のニューヨーク研修支援の件 】 
 
令和６年３月１３日（水）～１６日（土）にニューヨーク

で開催された『UNIS―UN２０２４ ニューヨーク学生

会議』出席者６名を支援しました。  

昨年と同様、ホテル滞在、円安等で１名５０万円 

以上の費用となったため、１名１０万円×６名＝６０

万円の支援をしました。なお、出発時期が迫ってお

り参加生徒の保護者口座に振り込みとしました。 
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『令和５年度（２０２３年）Ｙ校会幹事

会・総会』を開催 

海外を目指すＹ校生、その志に応えて 

 ― 総務・母校支援委員会 ― 

 

Y校、台湾との姉妹校交流支援金授与 

 



 

 

 

コロナ禍が終息に向かいつつある、令和５年１２月

２日（土）、横浜ローズホテルにて８６名が参加し開

催しました。 

 田宮国興会長の挨拶の後、古屋文雄進交会理

事長のコロナ禍のうっ憤を晴らす勢いで声高らか

に乾杯のご発声をいただきました。 

アトラクションは大串清氏の「正調、蝦蟇（がま）の

膏（あぶら）売り」の口上を聞き茨城県つくば市の

伝統芸能を味わい、恒例の豪華景品の当たる福

引、そしてＹ校吹奏楽部ＯＢバンドによる演奏会で

盛会に終了しました。 

 
Y校会の集い（田宮会長挨拶） 

 

 

令和元年以来３年半ぶりに開催しました。 

日  付 ： 令和５年１１月１７日（金） 

        １２：００ ～ １６：３０ 

会  場 ： 雀荘 「いずみ」 

参加者 ： １６名 

優勝者 ： 川口 剛史 さん （昭４０） 

 

２０１８年（平成３０年）に逝去された金田定雄先生

（昭和２３年Ｙ校卒）がご存命中に収集された貴重な

各種算盤が令和６年３月にご遺族からＹ校会に寄

贈されました。 

２０１１年（平成２３年）～２０１６年（平成２８年）まで

Ｙ校祭に展示し金田定雄先生が自ら来訪者に懇切

丁寧に説明を行い非常に好評でした。 

Ｙ校会ではＹ校校舎の２階職員室前にガラスショ

ーケースに収納、展示し生徒が日本の伝統文化算

盤に少しでも興味を抱き見直してもらえることを 

「願いましては」・・・・ 期待します。 

 

 

 

４年ぶりに【Y 校会の集い】を開催 故金田定雄先生（昭２３卒）の遺品の各種

算盤をＹ校に展示しました。 

 

Ｙ校校舎２階に展示された各種算盤 

Ｙ校校舎２階に展示された各種算盤 

第１０回 麻雀大会 

 

 

Ｙ校祭に展示し算盤の説明をする金田先生 

（２０１４年１１月） 

Ｙ校会惜別会員         (敬称略）        

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 
 

湯浅一馬 （昭２３） 令和６年３月１８日ご逝去 

内田勝啓 （昭３２） 令和６年２月１６日ご逝去 

安澤順子 （昭３３） 令和５年１１月２０日ご逝去 

大田原好男（昭４４）令和５年１０月１６日ご逝去 

河合正富 （昭４６） 令和６年３月２３日ご逝去 



 

 

令和５年１１月～令和６年３月３１日） 

ありがとうございました。 （ ）内卒年、敬称略 

◎ ３０，０００円 

増田 忠士 (昭３３） 

◎ ２８，０００円 

 白井 広幸 （昭４４） 

◎ ２０，０００ 

伊澤 信行 （昭２３）   青木 淳   （昭３０） 

荒井 良國 （昭３３）   田宮 国興 （昭３９） 

中山 正仁 （昭４６）   中島 豊   （昭４６） 

 ◎ １５，０００円 

大宮 勲  （Ｓ４８） 

 ◎ １２，０００円 

岡田 寛明 （昭２９） 

◎ １１，０００円 

 北島 崇弘  （昭２８）   荻原 茂夫 （昭４８） 

 ◎ １０，０００円 

尾野田 英俊 （昭２７） 鳥海 邦博 （昭２９） 

中崎 田鶴子 （昭３０） 佐藤 恒夫 （昭３１） 

内田 勝啓  （昭３２）  手塚 幸子 （昭３３） 

森 洋子    （昭３５）  森下 正勝  （昭３７） 

高橋 睦美   （昭３７）  新田 弘子  （昭３９） 

渡辺 義由喜 （昭３９） 二見 泰弘  （昭３９） 

高松 ミサヱ  （昭３９）  鷲沢 和彦  （昭４０）  

友野 義之  （昭４０）  大胡 隆司  （昭４０） 

相原 敏貴  （昭４１）  重田 幹夫  （昭４１）  

高橋 正美  （昭４３）  渡辺 光枝  （昭４３） 

石井 喜代志 （昭４６） 小林 明   （昭４６）    

原 和義  （昭４６）   織茂 広   （昭４７） 

武田 満明 （昭４７）   山田 光雄  （昭５１） 

三田 英俊 （昭６１） 

小野光景は財政面、運営面でＹ校を支え今日の 

Ｙ校の礎を築きました。「小野光景がいなかったら

Ｙ校は存在しなかった」とも言われています。 

Ｙ校会ではその功績をＹ校生、卒業生に広く知っ 

 

ていただきたく、現在配布している『漫画で知るＹ校

のはじまり』の冊子に追加掲載することとし、令和 

６年４月の新入生から配布することとしました。 

  

Ｙ校会会費高額納入者 

 

        小野光景追補版 

 

 

 

Ｙ校創設の立役者小野光景氏の功績を 

『漫画で知るＹ校のはじまり』の冊子に 

追加掲載しました。 

 ― 総務・母校支援委員会 ― 



 

 

 

 

コロナ感染緩和で同期会開催の花が一斉に開花しました。 

 

卒業年度 開催日 会  場 出席者 

昭和３３年卒（３３会） 令和６年２月１４日 英一番館 ５１名 

昭和３５年卒（サンゴ―会） 令和５年１１月１４日 崎陽軒本店 １５名 

昭和４３年卒同期会 令和５年１１月１９日 ホテル プラム ７４名 

昭和４４年卒同期会 令和５年１１月２２日 崎陽軒本店 ７４名 

昭和４６年卒同期会 令和５年５月２１日 ロイヤルホール横浜 ８３名 

昭和５４年卒同期会 令和５年１１月２６日 
グレースバリ横浜 

ハマボール イアス店 
８０名 

 

 

 

同期会 ・ クラス会開催情報 

 

  応援歌 『凱歌の歌』 

 

応援歌の中でも暗く重い歌であり、勝利したときのみ歌うと言われています。 

作詞者は平林敏彦氏（昭和１７年卒）とのことです。Ｙ校１１０年誌にご本人の記事が掲載されて 

いますので披露します。 

 

『凱歌の詩』ざっと５０年前確か私が４年生の頃に作詞した応援歌である。～（中略）～ 

当時、Ｙ専の学生が講堂で斉唱していた歌のメロディに魅せられた私が、勝手に歌詞を当てはめたも

ので、荘重な感じが出せればと頭をひねった記憶がある。教師の相談したわけではなく、ごく自然に

生徒が歌ってくれたのもＹ校の自由な校風によるものだろう。歌詞に（千余の眉）とあるのは当時全校

生徒数がたしか１，２００名くらいだったからで、 

（嗚呼蕩々と６０の）は創立６０周年に当たっていたからだ。この辺は時代に応じて訂正した方がいい

かもしれないが、希望を言えば、優勝しなくても勝ったときに歌って欲しいと思う。 

 

【平林敏彦氏プロフィール】 

詩人 草鹿宏の名で作家としても活動。横浜市生まれ。戦時戦後、第一次「ユリイカ」創刊と同時に編

集に携わる。１９９３年、詩集『磔刑の夏』で富田砕花賞、２００５年、『舟歌』で現代詩人賞、２００９年、

『戦中戦後 詩的時代の証言』で桑原武夫学芸賞受賞。２０１２年、第１８回横浜文学賞受賞[1]。２０１５

年、『ツィゴイネルワイゼンの水邊』で小野十三郎賞受賞。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%AA%E3%82%A4%E3%82%AB_(%E9%9B%91%E8%AA%8C)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E7%94%B0%E7%A0%95%E8%8A%B1%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E8%A9%A9%E4%BA%BA%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%91%E5%8E%9F%E6%AD%A6%E5%A4%AB%E5%AD%A6%E8%8A%B8%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E6%96%87%E5%AD%A6%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%9E%97%E6%95%8F%E5%BD%A6#cite_note-1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E9%87%8E%E5%8D%81%E4%B8%89%E9%83%8E%E8%B3%9E


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２３日（火）  社会見学会 『太田・品川まち 



           巡り』～大井競馬場 

５月１８日（土）  小野光景勉強会 

           講師 ： 山田瑛氏 

６月 ６日（木）  Ｙ校会セミナー 『楽しみながら 

           元気に長生きできる健康法』 

  ２１日（金）   麻雀大会 

  ２３日（日）～２４日（月） 歌舞伎鑑賞教室 

７月（未定）     糸掛け講習会 

８月 ３日（土）  暑気払い 

９月１３日（金） 美澤進校長墓参会 

  １８日（火） 小野光景墓参会 

１０月（未定）  小野光景記念館他関連施設訪問 

１１月（未定）  麻雀大会 

１２月７日（土） Ｙ校会の集い 

 

 

 

 

１．Ｙ校会２０２２年度（令和４年度）収支報告書（令和４年１月１日～令和４年１２月３１日）  

【収   入】                                                       （単位 円） 

科    目 一般会計 母校支援基金 合    計 

（前期繰越） 
Ｙ校会会費 
利息 

２，４６１，０８５ 
１，４８９，８４８ 
       １１           

 ４，１７４，３４８             
                     
          ３２                  

６，６３５，４３３ 
１，４８９，８４８ 

４３ 

合  計    ３，９５０，９４４ ４，１７４，３８０ ８，１２５，３２４ 

【支   出】  

科  目 一般会計 母校支援基金 合  計 

総会費用 
部活動・同期会支援金 
墓参会費用 
１４０周年祝賀会開催費 

会議費 
郵送費 
郵便局振替手数料 
台湾学生 YSF支援金 
ニューヨーク海外研修奨学金 
Ｙ校 SDGｓ活動支援金 
印刷費・写真 
交通費 
雑費・消耗品 
振込手数料 
その他事業費  

  ５９，３５０ 
２５，０００ 
１２９，５５０ 

   １，１９６，７１５ 

      ８５，９４５ 
     １４１，６６４ 

９６，９４０ 
      ３０，０００          
           ０ 
           ０ 
     ３７３，１９０ 

 ７，３００ 
         ５７２ 
       ６，１１０ 
      ９４，８２０    

 
 
 

６４３，０００ 

 
 
 
 
 
 
 
 

５９，３５０ 
２５，０００ 

      １２９，５５０ 
    １，８３９，７１５ 

       ８５，９４５ 
１４１，６６４ 
９６，９４０ 
３０，０００ 
    ０ 

 ０ 
３７３，１９０ 
７，３００ 
５７２ 

６，１１０ 
９４，８２０ 

合   計 ２，２４７，１５６ ６４３，０００ ２，８９０，１５６ 

次期繰越 １，７０３，７８８ ３，５３１，３８０ ５，２３５，１６８ 

２．２０２２年度（令和４年度）事業報告 

月  日 実  施  事  業 



３月 「漫画で知るＹ校のはじまり」を入学予定者に配布 

５月・１０月 Ｙ校会だより１５・１６号発行 

６月 Ｙ校商業科リーフレット作成し、Ｙ校へ配布 

6月２５日（土）～２６日（日） 歌舞伎鑑賞教室開催 藤沢市民ホール ２５名参加 

７月 ２日（土） Ｙ校会総会を進交会館３階で開催 

９月１７日（土） 美澤進先生１００回忌法要を久保山円覚寺別院にて執り行う 
続いて、墓前にて、墓前報告祭を執り行う 

１１月１１日（金） 
               
    １２日（土） 

【Ｙ校創立１４０周年記念式典】（Ｙ校主催） 
みなとみらい大ホールにて学校関係者が主となり開催 
【Ｙ校創立１４０周年記念祝賀会】（Ｙ校会主催） 
横浜ロイヤルパークホテルにて１９１名が参加し開催 

１２月  ２日（金） 
    １６日（金） 

～  １７日（土） 

『濱っ子寄席』鑑賞 関内ホール １７名参加 
YSF に参加の台湾学生に１４０周年記念品を配布し懇談会費用を

支援 

通年 １．Ｙ校会のＰＲ ➔ 昭和４９年～６３年卒（２，４５９名）に対し「Ｙ校

創立１４０周年祝賀会案内チラシ」「Ｙ校会だより」「会費納入協力

依頼」を送付し、６３名から１８１，０００円の会費納入があった。 

２．正会員の増員 ➔ 対前年度５６名（４５４名→５１０名） 

  ※ 開催中止行事 ： 台湾、ニューヨーク海外研修支援、社会見学会（５月）、麻雀大会（１１月）、 

Ｙ校会の集い（１２月） 

３．２０２３年度（令和５年度）事業計画 

委 員 会 予定月 予定事業内容 

広報・財務 

委員会 
通 年 

１．「Ｙ校会だより」の発行 ・・・ ４月 ・ １０月を予定 

２．進交会紙面にＹ校会活動を掲載し大々的にＰＲをする 

３．各年度幹事及び会員相互の『友呼び作戦』の推進 

４．過去の会費納入者への再アプローチ 

５．６０才・６５才・７０才・７５才・８０才同期会へのアプローチ 

６．卒後３０年（平成４年卒）・４０年（昭和５７年卒）同期会開催推進 

７．進交会におけるＹ校会の位置付けについての説明を推進する。 

８．部活ОＢ会情報交換会を開催し各ОＢ会の活性化を図る。 

９．進交会におけるＹ校会の位置付けについての説明を推進する。 

（ＳＮＳの活用を検討）   

 

企画・運営

委員会 

 

５月 社会見学会（小野光景氏の功績に理解を深め関連施設を訪問 

６月 麻雀大会  

7月 歌舞伎鑑賞教室 （２６日・２７日神奈川県青少年センターにて開催） 

８月 暑気払い 

９月 『美澤進校長墓参会』 

１１月 麻雀大会  

１２月 
『濱っ子寄席』 鑑賞           

Ｙ校会の集い 

総 務・ 

母校支援 

委員会 

通 年 

１．台湾・ニューヨーク海外研修奨学金の贈呈 

２．横浜市ふるさと納税制度を活用しＹ校への支援を検討実施 

３．Ｙ校生徒のＳＤＧs活動への支援を実施 

４．「漫画で知るＹ校のはじまり」を入学者に配布 



５．「小野光景のＹ校創設について」を作成し、入学者への配布を検討 

６．Ｙ校への支援案件の企画・実行 

７．「Ｙ校時報」のデジタル化を図る（スキャニングしＣＤに書き写す） 

８．各卒年度の代表幹事８名体制の確立  

（昭和５０年代以降の幹事を重点的に行なう） 

９．Ｙ校会近畿支部の創設を検討 
 

４．令和４・５年度役員名簿                                         (敬称 略) 

  
会  長    田宮 国興     ３９年     常任幹事  川口 剛史      ４０年 
副会長     相原 敏貴   ４１年            五十嵐 裕子    ４３年 

        中島 豊    ４６年             菅野 歌子    ４４年 
        武田 満明    ４７年                     梅澤 孝夫    ４５年 
       大宮 勲     ４８年                     石井 喜代志    ４６年 
  常任幹事  北島 崇弘     ２８年                   島田 章     ５２年 
        手塚 幸子    ３３年                 星野 匡       ５３年 
              矢部 和郎    ３４年                     永井 信義    ６０年 
              谷津 章一      ３５年         会計監事   村上 幸宏    ４７年 
              宇治 眞人    ３７年                     勝島 章一郎    ５６年 
              宮下 和光    ３８年         顧  問   加納 和明       ２６年 
       菊地 富美子    ３９年         相 談 役   山田 瑛         第２１代校長 

谷内田 丈夫   ４０年                     古屋 文雄     第２６代校長 
              

   

 

１９２４年横浜市生まれ。戦中に詩作をはじめ、「若草」「文芸汎論」「四季」などに発表。戦後、同人誌「新詩

派」「詩行動」「今日」を創刊。第一次「ユリイカ」創刊同時の編集に携わる。詩集に『磔刑の夏』（９３年、第五

回富田砕花賞）、『舟歌』（２００５年、第二十三回現代詩人賞）などがある（本データはこの書籍が刊行された

当時に掲載されていたものです） 

凱歌の歌 

応援歌 


